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大阪府Y市住民の健康診査結果の8年間の推移

菊川 縫子 多田羅浩三

　都市住民の健康状態の推移を明らかにすることを目的として，大阪府Y市の基本健康診査を受診した者

について，昭和61年度から平成5年度の8年間の問診結果および血液測定の分析を行い，次の結果を得た。

　1.　性別，年齢階級別にみた血糖値の平均値は，わずかな変動はあるが，男女ともにすべての年齢階級に

おいて顕著な上昇傾向がみられていたが，平成5年度には低下がみられた。昭和61年度と平成5年度の血糖

値の平均値の間には，男女とも各年齢階級において有意な差（p＜0.05）がみられた。

　2.　性別，年齢階級別にみた血清総コレステロール値の平均値は，男女とも各年齢階級において上昇傾向

がみられた。男女とも年齢階級の若い層ほど，上昇の傾向が強く，年齢がすすむに従って上昇の傾向に鈍化

がみられた。

　70歳以上の者を除く，昭和61年度と平成5年度の血清総コレステロール値の間には，男女各年齢階級にお

いて有意な差（p＜0.05）がみられた。

　3.　性別，年齢階級別にみたGOT値の平均値は，男女各年齢階級とも低下傾向がみられていたが，近年

は上昇の傾向がみられた。

　4.　高血圧者の割合は，男女とも40歳代の者が最も小さく，70歳代以上の者を除く，各年齢階級におい

て，男が女より大きかった。

　5.　肥満者の割合は，男の40歳代，50歳代の者では，増加傾向がみられたが，他の年齢階級では一定の傾

向はみられなかった。

　6.　「最近，症状がある」と答えた者の割合は，男女とも各年齢階級において，顕著な減少傾向がみられ

た。

　総合判定の結果「要医療」と判定された者の割合は，男女とも各年齢階級において増加傾向がみられた。
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